
スーパーグローバル大学創成支援（タイプＢ）東京藝術大学 取組概要

１．構想の概要

SGUの取り組みを通じて目指す大学の将来像
◆育成した人材が傑出した技芸・知識・感性・アイデンティティを武器に、芸術文化の創造・発信や国際貢献等に力を発揮

◆国際的見地から“藝大”の強み・特色を明確化し、国際社会に発信することで、“世界の藝大”としてのプレゼンスを確立

◆教員・学生等がアートコンシェルジュとなり、世界の人々に日本の芸術文化価値を伝える為の国際発信拠点を形成

◆“上野の杜”を世界最大のアートプラットホームとし、文化資源の統合により国際都市東京に芸術文化ネットワークを構築

構想の概要
◆海外からの一線級アーティストユニット誘致や国際共同カリキュラム構築等によるグローバル人材育成機能の強化、海外
への戦略的展開、国際プレゼンスの確立等のグローバル戦略を、大学の総力を結集し“オール藝大”体制により推進

◆東アジアにおける中核的機関としての機能・役割を確立し、海外大学・関係機関等との連携基盤を活かしながら、世界トッ
プアーティスト育成等を総合的に推進することにより、世界の有力芸術大学をも凌駕・超越する国際ブランド“藝大”へ飛躍

◆本学が立地する“上野の杜”が有する世界的にも屈指の芸術文化潜在力を最大限活かし、本学のグローバル戦略・人材
育成と、２０２０年東京オリンピックを視野に国が推進する“上野「文化の杜」新構想”を有機的に連動させ、藝大の“人財”等
ポテンシャルを活かしたコンシェルジュ機能を発揮し「文化プログラム」を実行

◆“上野の杜”の魅力・実力を世界中に浸透させ、世界を代表する「国際芸術文化拠点」への発展に繋げ、東京都・関係機
関等との広域的な連携・共同により、多様な文化資源のシームレスな流れを創出し、芸術文化ネットワークを構築



１０年間の計画概要
区 分 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

海外一線級
ｱｰﾃｨｽﾄﾕﾆｯﾄ
誘致

海外戦略
拠点整備

国内連携
基盤強化

先導的
ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑ構築

“Integration”

学内機能
・基盤強化

“Collaboration”

“Development”

“Branding”

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
戦略推進
委員会、

戦略企画インテ
リジェンス等
学内体制
整備

大学戦略機構 “Global Crossing Core” 設置

留学生支援、日本人留学支援、海外ﾕﾆｯﾄ誘致等のｻﾎﾟｰﾄを行う “ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ” 設置

新たな年俸制制度への移行による一線級ｱｰﾃｨｽﾄ･ｸﾘｴｲﾀｰ等卓越した人材の獲得

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略の第三者評価・検証を行う“ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略評価・検証委員会”設置

新たな研究（教員）組織“芸術研究院”設置、教員選考方法等の見直し

学生支援のための“総合ｷｬﾘｱ･ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵｼｽﾃﾑ”開発開始、 “ｼﾆｱﾁｭｰﾀｰ”配置

国際芸術創造研究科、音楽研究科オペラ専攻設置等、組織整備

飛び入学、ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ、ｼﾗﾊﾞｽ英語化、外国語科目・ｺｰｽの整備等
新研究科・専攻設置、飛び入
学導入等に係る検討・準備

ﾕﾆｯﾄ誘致
準備（渡
航・協議）

ﾕﾆｯﾄ
誘致

最終調整

ﾕﾆｯﾄ誘致①：ﾌｧｲﾝｱｰﾄ分野（ﾛﾝﾄﾞﾝ芸術大学 他）、映画分野（ﾌﾗﾝｽ国立映画学校 他）

ﾕﾆｯﾄ誘致②：音楽表現分野（ベルリンフィルハーモニー管弦楽団 他）
オペラ分野（ｳｨｰﾝ音楽演劇大学 他）、工芸・文化財分野（精華大学 他）
アニメーション分野（ハーバード大学 他）

ジョイントディグリープログラム導入・順次拡充

国際共同
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

拠点機能検討
拠点整備準備（渡航・協議）

海外における制作・展示・公演等国際ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
教育ﾕﾆｯﾄの海外派遣 等の検討・実施

拠点整備①：パリ、北京 拠点整備②：ﾛﾝﾄﾞﾝ、ﾍﾞﾙﾘﾝ、ﾛｰﾏ、ｳｨｰﾝ、ﾌﾞﾀﾞﾍﾟｽﾄ、ﾎﾞｽﾄﾝ、ｿｳﾙ

拠点整備③：ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ、台北、ﾊﾉｲ、ｼﾞｬｶﾙﾀ

拠点整備④：ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ、ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ

上野の杜
他、国内関
係大学・企
業等との協
議、体制整
備、ｼｽﾃﾑ
検討

国内の自治体・企業等との社会実践（ｿｰｼｬﾙﾌﾟﾗｸﾃｨｽ）、ｱｳﾄﾘｰﾁﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実
施体制等
の整備

上野“文化
の杜”構想
取りまとめ

“上野の杜”をﾘｰｼﾞｮﾅﾙｷｬﾝﾊﾟｽとした制作・展示・公演等活動の実施

“上野の杜”関係機関との共同によるｱｰﾄｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ機能整備、ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開始

“上野の杜”関係機関との共同による芸術文化資源の総合ｱｰｶｲﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ構築

“上野の杜”における国際芸術の祭典を検討・開催

国内外
の芸術
系大学と
の協議
開始

国際芸
術系大
学ｻﾐｯﾄ
開催

ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞに係る観点、指標等制度設計に向けた検討（有識者会議設置）

“藝大”の過去の受賞歴等実績、国際貢献活動等の記録に係る情報収集・整理

ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞに係る海外芸術系大学の調査

ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ戦略としての教育情報等の多言語国際発信、国際芸術系大学ｻﾐｯﾄの実施

ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑ試行国内外の芸術系大学・機関との協議

試行結果
の検証

ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
の構築・情報発信

令和２年度 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ2020にあわせ、文化芸術プログラムを実行

整備したｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ基盤を複合的に作用させ、更なる展開へ

平成30年度までに学内機能・基盤強化、海外一線級ｱｰﾃｨｽﾄﾕﾆｯﾄ誘致の整備・拡充、海外拠点の整備、国内連携基
盤の強化、先導的ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの設計、試行・検証を完了させ、自己点検・外部評価・政策動向等を踏まえつつ、

東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸにおける文化芸術ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの展開を経て、個別事業・諸活動を継続

平成３１年度

令和３年度
令和４年度
令和５年度

PDCAサイクルによる不断の見直しを実施、サスティナブルなグローバル化を実行

特徴的な取り組み























７．取組内容の進捗状況（令和元年度） 【東京藝術大学】

国 ：国際化関連 ガ ：ガバナンス改革関連 教 ：教育改革関連 ：大学独自の成果指標関連

被災地と世界を結びつけ復興を後押しするプロジェクトや、アーティストと福祉施設や支
援を必要とする人々を結びつけ、新たなアートを生み出すTURNプロジェクトを実施。

藝⼤⽣と岩⼿・宮城・福島の中⾼⽣による
「東京2020復興のモニュメント」の

ワークショップ

東京オリ・パラに向け地域と連携してアートの力で日本の魅力を発信 国

在京オーストリア⼤使を招いての
ウィーン応⽤芸術⼤学との協定締結10周年

記念シンポジウム

国 ガ

ウズベキスタン共和国⽂化⼤⾂の訪問

芸術文化外交の推進

駐⽇ホンジュラス、ヨルダン、エクアドル共和国
の⼤使・公使による卒業・修了作品展の視察

文化財保護・芸術研究助成財団に協力し、北東アジア地域の民間主導の文化交流を積極的に推進する「日中韓文化交流フ
ォーラム」の第１５回を藝大で開催。
中国人民対外友好協会の李小林会長、韓日文化交流会議の鄭求宗委員長らの臨席のもと、「アジアを結ぶ弦の響き」
をテーマに専門家による討議と日中韓の伝統楽器を使った楽曲演奏が行われたほか、故・松下功（本学副学長）の作曲によ

る会歌「わたしは未来」（作詞：夢枕獏）を澤学長の指揮の下、声楽専攻する日本人学生と中韓の留学生が三カ国語で合唱、
喝采を浴びた。

●年間を通じて各国要人の来訪

瀬戸内国際芸術祭への出展 国 教

シカゴ美術館附属美術大学との共同授業
による作品を公式出品。

国 ガ

本学Arts & Science LABを視察される李会長ら

東京2020オリンピック・パラリンピック公式⽂化
オリンピアードとしてTURNプロジェクトを実施

日本人学生と中韓の外国人留学生による合唱



外国人留学生・日本人の留学希望者支援体制の強化

グローバルサポートセンターによる発表プログラム
「あなたの研究・創作で⽇本語を学ぶ」

2019年度後期 学⻑主催
留学⽣懇談会（Welcome Party）

留学⽣向け⽇本⽂化体験イベント
箏ワークショップ

教国

国 教海外一線級アーティストユニットの誘致 国

パリ国立高等美術学校、ロンドン芸術大学、シカゴ美術館附属美術大学、英国王立音楽院、ベルリンフィルハーモニー
管弦楽団、南カリフォルニア大学等の一線級アーティストユニットを誘致し、学生への教育指導や国際共同プロジェクトの
内容の充実を図りつつ、国際共同カリキュラムやコースワークの構築に向けた協議・調整を進めた。

海外の第⼀線で活躍するアーティストによるレッスン・ワークショップ、コラボレーション

海外実践型研修授業 Arts Study Abroad Program 2019

美術・音楽・映像・国際芸術創造の4分野・11企画に合計135名の学生が参加し、海外渡航を通じた芸術文化活動を
実践した。

［建築］ウガンダにおける
地産素材を活⽤したワークショップ

［アートプロデュース］ソウル／東京・
／台北 アートリサーチ・ワークショップ

国 教

［グローバルアートプラクティス］
アジア現代美術のフィールドワーク

［アニメーション］フランス３⼤学院で
のアニメーション作品上映カリキュラム

［管打楽］⾳楽学部⽣からなる東京藝⼤
ウィンドオーケストラのフランス公演

［オルガン］オランダ各所での
マスタークラス・成果発表演奏会

⾔語⾳声トレーニングセンターによる
⽇本⼈学⽣と留学⽣の交流授業

トビタテ留学JAPAN ⾯接審査練習会

国際交流会館に⼊居する留学⽣と
地域の⽅々との交流会
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